




























































































































とても好き 好き あまり好きではない 好きではない
9(43％) 11(52％) 1(５％) ―
表中の数値は左側が人数，(　)がパーセント。
表５　社会科を学ぶ意義
とても感じる 感じる あまり感じない 感じない
















































































































































































































実践前 18(86％) 3(14％) ―
実践後 11(52％) 5(24％) 5(24％)
表中の数値は人数。ｎ＝21
表８　授業実践後の変化
実践前 実践後 実践前 実践後
Ａ 賛　成　→　提　案 Ｄ 反　対　→　保　留
Ｂ 賛　成　→　賛　成 Ｅ 反　対　→　賛　成
Ｃ 賛　成　→　賛　成 Ｆ 反　対　→　保　留
表９　中学校の統合への意識(波線著者注)
生徒Ａ(提案)：大規模校は生徒への通学距離などの負担が大きい。小規模校は市や国への負担が大きい。統合するのは構わな
いが，学校が地域の中心になるように，中規模程度のバランスがいいと思う。
生徒Ｂ(賛成)：市にとって統合する良さが分かった。統合によって地域がより活性化していくと思う。
生徒Ｃ(賛成)：学校統合することで生徒が将来役立つことが増える。Ｍ市にとっても統合する方のメリットが大きい。
生徒Ｄ(保留)：私は統合すべきか決められない。統合のメリットは分かるけど地域との関わりが薄くなると思うから。
生徒Ｅ(賛成)：統合していいと思う。小規模校のメリットも分かるがデメリットを解決するために統合が必要だから。
生徒Ｆ(保留)：両方の立場に立って，良いところ，悪いところを考えて判断することが大事であることが分かった。
